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1. 平成31年3月期第2四半期の業績（平成30年4月1日～平成30年9月30日）

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

31年3月期第2四半期 3,036 △3.7 266 △4.1 271 △3.9 185 △2.1

30年3月期第2四半期 3,153 4.1 277 60.4 282 58.8 189 67.7

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

31年3月期第2四半期 41.82 ―

30年3月期第2四半期 42.11 ―

(2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

31年3月期第2四半期 5,881 3,089 52.5

30年3月期 5,823 2,993 51.4

（参考）自己資本 31年3月期第2四半期 3,089百万円 30年3月期 2,993百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

30年3月期 ― 0.00 ― 24.00 24.00

31年3月期 ― 0.00

31年3月期（予想） ― 24.00 24.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成31年 3月期の業績予想（平成30年 4月 1日～平成31年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 6,200 2.0 470 2.7 477 2.5 322 0.3 72.77

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 31年3月期2Q 4,810,000 株 30年3月期 4,810,000 株

② 期末自己株式数 31年3月期2Q 385,169 株 30年3月期 385,169 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 31年3月期2Q 4,424,831 株 30年3月期2Q 4,488,235 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報　（３）業績予想などの将来予測情報に関
する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、自然災害が相次いでいることの影響による不安要素があるもの

の企業収益及び雇用・所得環境の改善傾向は続き、好景況感基調が保たれております。

一方、世界経済においては米国の経済政策を背景にした貿易摩擦リスクの懸念が生じるなど不透明感が存在し

先行き慎重な対応を図る状況となっております。

当社を取巻く情報サービス産業においては、デジタルトランスフォメーションの伸展とともに、次世代を担う

人材育成が期待され、新しいテクノロジーへの取り組みをもってのビジネスサービスへの対応が求められており

ます。

このような状況の中、当社は受注活動に際して市場動向を鑑み経営資源の計画的有効活用を図り生産性向上に

努める一方、デジタルビジネス拡大に向け、市場調査及び最新テクノロジーの活用によるサービス創造等の強化

実施に注力した活動を進めてまいりました。

その結果、当第２四半期累計期間の業績は、売上高3,036百万円（前年同期比3.7％減）、営業利益266百万円

（前年同期比4.1％減）、経常利益271百万円（前年同期比3.9％減）、四半期純利益185百万円（前年同期比2.1％

減）となりました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

① ソフトウェア開発事業

ソフトウェア開発事業は、売上高2,979百万円（前年同期比3.7％減）、売上総利益487百万円（前年同期比

2.2％減）となりました。

② ＢＰＯエントリー事業

ＢＰＯエントリー事業（業務代行サービス）は、売上高57百万円（前年同期比3.8％減）、売上総損失2百万

円（前年同期は売上総損失1百万円）となりました。

　

（２）財政状態に関する説明

① キャッシュ・フローの状況

当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末に比べ50百

万円増加し、2,310百万円となりました。

当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果獲得した資金は157百万円（前年同四半期は153百万円の獲得）となりました。

収入の主な要因は税引前四半期純利益271百万円、仕入債務の増加16百万円、未払金の増加39百万円であり、

支出の主な要因は賞与引当金の減少64百万円、売上債権の増加17百万円、法人税等の支払額85百万円でありま

す。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は1百万円（前年同四半期は10百万円の使用）となりました。

主な要因は有形及び無形固定資産の取得による支出1百万円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は105百万円（前年同四半期は209百万円の使用）となりました。これは配当金

の支払によるものであります。
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② 財政状態の状況

（流動資産）

当第２四半期会計期間末における流動資産は4,654百万円（前事業年度末比67百万円の増加）となりました。

主な要因は現金及び預金が50百万円、売掛金が17百万円増加したことによります。

（固定資産）

当第２四半期会計期間末における固定資産は1,227百万円（前事業年度末比8百万円の減少）となりました。

主な要因は投資その他の資産に含めた投資有価証券の時価評価が25百万円上昇したものの、繰延税金資産が29

百万円減少したことによります。

　

その結果、当第２四半期会計期間末における資産合計は5,881百万円（前事業年度末比58百万円の増加）とな

りました。

（流動負債）

当第２四半期会計期間末における流動負債は810百万円（前事業年度末比47百万円の減少）となりました。主

な要因は賞与引当金が64百万円減少したことによります。

　

（固定負債）

当第２四半期会計期間末における固定負債は1,981百万円（前事業年度末比10百万円の増加）となりました。

これは退職給付引当金が増加したことによります。

　

その結果、当第２四半期会計期間末における負債合計は2,792百万円（前事業年度末比36百万円の減少）とな

りました。

（純資産）

当第２四半期会計期間末における純資産合計は3,089百万円（前事業年度末比95百万円の増加）となりまし

た。主な要因は四半期純利益185百万円による利益剰余金の増加及びその他有価証券評価差額金16百万円の増加

があったものの、配当金の支払106百万円による利益剰余金の減少によるものであります。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成31年3月期の通期業績予想につきましては、平成30年５月11日に発表いたしました業績予想数値に変更はあ

りません。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(平成30年３月31日)

当第２四半期会計期間
(平成30年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,859,804 3,910,225

売掛金 698,589 715,922

仕掛品 11,109 11,027

その他 18,139 17,762

流動資産合計 4,587,642 4,654,937

固定資産

有形固定資産 176,547 173,768

無形固定資産 3,678 3,545

投資その他の資産

繰延税金資産 683,782 654,256

その他 371,354 395,455

投資その他の資産合計 1,055,136 1,049,712

固定資産合計 1,235,362 1,227,025

資産合計 5,823,004 5,881,963

負債の部

流動負債

買掛金 202,647 219,417

短期借入金 10,000 10,000

未払法人税等 103,607 81,364

賞与引当金 313,536 248,842

その他 228,336 250,906

流動負債合計 858,126 810,530

固定負債

役員退職慰労未払金 60,973 60,973

退職給付引当金 1,910,144 1,920,894

固定負債合計 1,971,118 1,981,868

負債合計 2,829,245 2,792,398

純資産の部

株主資本

資本金 630,500 630,500

資本剰余金 553,700 553,700

利益剰余金 2,137,047 2,215,880

自己株式 △200,688 △200,688

株主資本合計 3,120,559 3,199,392

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 52,579 69,551

土地再評価差額金 △179,378 △179,378

評価・換算差額等合計 △126,799 △109,827

純資産合計 2,993,759 3,089,564

負債純資産合計 5,823,004 5,881,963
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（２）四半期損益計算書

第２四半期累計期間

(単位：千円)
前第２四半期累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年９月30日)

売上高 3,153,495 3,036,941

売上原価 2,655,992 2,551,721

売上総利益 497,503 485,219

販売費及び一般管理費 219,956 219,115

営業利益 277,546 266,104

営業外収益

受取利息 238 256

受取配当金 2,822 3,221

受取家賃 930 930

受取手数料 468 416

雑収入 379 280

営業外収益合計 4,838 5,104

営業外費用

支払利息 21 21

自己株式取得費用 278 ─

営業外費用合計 300 21

経常利益 282,084 271,187

税引前四半期純利益 282,084 271,187

法人税、住民税及び事業税 81,094 64,146

法人税等調整額 11,986 22,012

法人税等合計 93,081 86,159

四半期純利益 189,003 185,028
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 282,084 271,187

減価償却費 6,104 4,566

賞与引当金の増減額（△は減少） △71,466 △64,693

退職給付引当金の増減額（△は減少） 51,482 10,749

受取利息及び受取配当金 △3,060 △3,477

支払利息 21 21

売上債権の増減額（△は増加） 9,816 △17,333

たな卸資産の増減額（△は増加） △6,459 81

その他の流動資産の増減額（△は増加） 2,269 379

仕入債務の増減額（△は減少） △26,100 16,770

未払消費税等の増減額（△は減少） △137 △1,500

未払金の増減額（△は減少） 4,211 39,504

その他の流動負債の増減額（△は減少） △24,841 △17,287

その他 971 38

小計 224,896 239,007

利息及び配当金の受取額 3,081 3,498

利息の支払額 △42 △43

法人税等の支払額 △74,095 △85,006

営業活動によるキャッシュ・フロー 153,839 157,454

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △1,300,000 △1,300,000

定期預金の払戻による収入 1,300,000 1,300,000

有形及び無形固定資産の取得による支出 △738 △1,786

投資有価証券の取得による支出 △830 △880

貸付けによる支出 △10,150 ─

貸付金の回収による収入 1,019 1,414

その他 △136 △56

投資活動によるキャッシュ・フロー △10,835 △1,308

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △139,493 ─

配当金の支払額 △69,799 △105,725

財務活動によるキャッシュ・フロー △209,292 △105,725

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △66,289 50,420

現金及び現金同等物の期首残高 2,090,075 2,259,804

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,023,786 2,310,225
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（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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